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イヌワシ巣立ちピナにみられた模擬攻撃行動

池田善英’

動物食の鳥類，とりわけ猛禽類の幼鳥（巣立ちピナ）の狩猟能力の優劣は，親鳥から独立した後の

幼鳥の生死に直結すると考えられる．このため猛禽類では，一般に巣立ち後も親鳥による幼鳥への給

餌が長くつづき，１年以上になる種類（カンムリクマタカSZepha凡oae虹ｓｃｏＦｏ〃α虹s）も知られて

いる（Newtonl979:164,参照)．巣外育雛期の長さは幼鳥の採餌能力の発達により決定され，この

期間に幼鳥は親鳥より給餌を受けながら採餌能力を発達させていると考えられている（Daviesl976

上田1987:43-52,参照)．

ワシタカ類の巣外育雛期の行動についてのＮｅｗｔｏｎ（1979:162-163）の総説によると，狩猟行動

の発達過程では多くの種類（ミサゴPbmdjonhaZjaetus，ハイタカAccjpjter凡jsus，チョウゲン

ボウ駈Zcot航、"zcujus，ハヤブサＦ､pgregrmusなど）で親鳥による幼鳥への狩りの教習がある

ほか，幼鳥自身による狩りの練習が知られているが，その１つが模擬攻撃（mockattack）と呼ば

れている行動で，無生物を急降下攻撃したハヤブサや，停飛しながら松かさを攻撃したチョウゲンボ

ウの幼鳥の例などが報告されている．

昆虫食の鳴禽類でも，無生物・小枝・葉などをつついたアメリカオオモズLamusZudoUjcjanus，

ハイイロヒタキMt4scjcapastrZaZaやハシグロヒタキOenaJzZheoe"α､theの幼鳥の例などが知ら

れているが，巣外育雛期の初期にみられるこれらの行動も，本来の餌動物の採餌に成功してからは減

少することから採餌行動の模倣と考えられている（Morenol984，参照)．

筆者は石川県下の白山山系においてイヌワシＡｑ皿Zach,9ysaetosの巣立ちビナによる模擬攻撃を

観察したので報告する．観察方法は池田（1985,1988）を参照されたい．本文に先立ち，原稿にご意

見いただいた立教大学の上田恵介博士に謝意を表する．

観察結果および考察

白山山系北部のペア＃5101の1983年生まれの幼鳥（Ａ）ならびに中部のペア＃5117の1984年生まれ

の幼鳥（B）と1985年生まれの幼鳥（C）の３個体について連続終日観察を行ない，巣外育雛期にお

ける幼鳥の行動発達を追跡した．この期間の初期に幼鳥ＡとＢで樹木に対する模擬攻撃がみられた

が，Ｃでは観察されなかった．攻撃行動はいずれも，攻撃対象の上空より急激に高度を下げて両足で

蹴りおろす動作であり，通常の止まり動作とは異なっていた．

１）1983年７月２日９時55分，斜面上部の落葉広葉樹林上空を帆期していた幼鳥Ａ（巣立ち後30日

齢）が，１本の樹の枝先（の葉）を攻撃した．そのあと帆期をつづけ，２７秒後にふたたび同じ枝先を
攻撃した．

２）1984年７月12日17時３分，稜線近くの低木林上空を帆期していた幼鳥Ｂ（23日齢）が，林中の

落葉広葉樹の高木の枝先を連続４回攻撃した．

３）７月15日８時57分，斜面中ほどの裸地に下りていた幼鳥Ｂ(26日齢）が，飛び立ってすぐに近

くの枯れ木の枝先を蹴るように１度だけ攻撃してそのまま帆期をつづけた．

Ｎｅｗｔｏｎ（1979:163）は，模擬攻撃行動は種々 の物体に対して行なわれるが，幼烏が空腹でないと
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きに主としてみられると述べている．しかしVerbeek（1985）は，ハイタカ類Accjpjterspp､の幼

鳥が「本気でない」追跡をする理由の１つは，彼らの空腹であると考えている．今回の模擬攻撃がみ

られた日は，いずれも親鳥による幼鳥への給餌はなく，幼鳥は早朝から餌乞い鳴きをしており，素の

うもふくれていなかったことなどから，空腹であったと考えられる．

これらの行動がみられた日齢は，いずれも幼鳥の飛翻能力が親鳥なみに発達するにともない行動圏

が飛躍的に拡大し，同時に親鳥からの給餌頻度が下がりはじめる巣立ち後約１か月齢（池田1985,

1988）とほぼ一致していた．したがって模擬攻撃行動の発現には，幼鳥にとって飛期行動に余裕がで

きたことと，自分で採餌する必要性が高まったことが関与していると示唆される．
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MockattacksoninedibleobjectsbyGoldenEaglefledglings

Yoshihidelkeda1

lobservedthemockattackbehaviorofjuvenileGoldenEaglesAqujZachmﾉsaetosduring

thepost-fledgingperiodintheHakusanRange,Ishikawa,Japan・Ａｔｏｔａｌｏｆ３ａｔｔａｃｋｓｗｅｒｅ

ｍａｄｅｂｙ２ｏｆ３eagletsobservedduringtheintensivestudyperiod・Eagletscircledabove，

andattackedinedibleleavesandtwigsofliveordeaddeciduoustrees・Circumstantialevi‐

denceindicatedthateagletswerenotwell-fedatthetimeoftheattack,Majorcomponents

oftheactionpatternsofmockattackswerestoopandattempttograppletheobjects､Mock

attackisprobablyrelatedtothedevelopmentofflightbehaviorandadecreaseinthefeed‐

ingrateofthejuveniles、
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